CCPR Communicaition Nos.1321-1322/2004 by 藤井 正子 & Fujii Masako





通 報 者 MrーYeo-BumYoon
andMr.MyungChoi
当 事 国 大韓民国
通 報 日 2004年 10月18日
見 解 採 択 日 2006年 11月 3日










に最高裁判所 も一審判決 を支持 した｡04年に
は憲法裁判所 も ｢(韓国の)憲法 19条に定める
良心の自由は,兵役拒否を認めるものでない｡
憲法に兵役拒否を具体的に認めた条文はない｡







して起訴 され懲役 を科せ られるのは規約 18条
1項違反であると主張する｡さらに規約委員会
の一般的意見 22(93年)においても,｢兵役拒





























3 以上に対 して,通報者 らは以下のように
反論 した｡







倒的 に優位 に立 ってい る状況 に鑑 みれば,


















































よって,当事国政府 の主張か らは,18条 3
項の要求する ｢必要性｣を認めることはできな
い｡以上により通報者 らの兵役拒否を認めず有
罪 としたことは,規約 18条 1項に達反する｡
当事国政府は,規約 2条 3項に従 って,損害
賠償を含む実効的な救済を通報者に与え,同様
の侵害を繰 り返 さない義務を負 う｡委員会の意
見を実施するためにとられた措置について,90
日以内に委員会に情報を提供すること,並びに,
委員会の見解を公表することを希望する｡
RuthWedgwood委員による反対意見
民主的な国家体制は,非暴力の教えを守ろう
とする｡宗教的信念に基づ く良心的兵役拒否に,
規約の原則を適用することには,賛成である｡
しか し兵役拒否の権利を認めることを,規約の
条文から直接導 くことはできない｡たとえば納
税のような社会の正当な義務を,宗教的信念の
ために逃れることはできず,あらゆる社会的義
務の中で兵役だけが例外であるとい う主張は,
委員会で立証 されていない｡委員会はたびたび
国別報告審査の統括所見で,良心的兵役拒香の
権利を認めるよう訴えているが,これは規約の
最善の運用を示 したに過ぎず,規約の条文が変
わったわけではない｡一般的意見 22が出され
てか ら,委員会は 10年間,良心的拒否の権利
が 18条から派生するかについて審査をしてい
ない｡
(担当 :藤井正子)
